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■変わる「農業」/新たな経営安定対策等が導入されます

■市政ナビ

■広報見聞録

■おおきなせなかに／お便りコーナー

■市長の窓/真木ダム代替案

トリノにだって
負けないぞ

１月29日、太田地域のスキー
大会に出場した子どもたち。



　
わ
が
ま
ち
の
主
要
産
業
で
あ
る
「
農
業
」。

　
今
、
そ
の
農
業
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
農
業
従
事

者
の
減
少
、
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土
地
の
増
大
な
ど
、
農
業
・
農
村
が

危
機
的
状
況
で
す
。

　
こ
う
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
農
業
を
背
負
っ
て
立
つ
、
意
欲
と

能
力
の
あ
る
担
い
手
を
中
心
と
し
た
農
業
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、平
成

19
年
度
か
ら
新
た
な
経
営
安
定
対
策
等
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
２
月
中
旬
か
ら
各
集
落
ご
と
に
新
し
い
施
策
の
説
明
会
と
な
る
座

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
こ
の
施
策
推
進
を
目
的
と
し

た
「
大
仙
市
集
落
営
農
・
法
人
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
農
家
の
み
な

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
が
国
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
全
農
家
を
対
象
と
し
た
農
産
物
ご

と
の
生
産
量
等
に
基
づ
い
た
助
成
を
改
め
、

対
象
を
絞
り
農
家
の
経
営
全
体
に
着
目
し
た

対
策
と
し
て
「
品
目
横
断
的
改
革
推
進
対

策
」
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
品
目
横
断
的
改
革
推
進
対
策

の
導
入
に
伴
い
、
現
在
進
め
て
い
る
米
政
策

改
革
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
農
業

の
持
続
的
発
展
と
多
面
的
機
能
の
健
全
化
の

た
め
、
基
盤
と
な
る
農
地
・
水
・
環
境
の
保

全
と
質
的
向
上
、
農
業
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
循
環
機
能
の
維
持
増
進
が
図
ら
れ
ま

す
。

　
農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
、
耕
作
放

棄
地
の
増
大
な
ど
、
日
本
の
農
業
や
農
村
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
食
料

の
安
定
供
給
や
安
心
安
全
、
自
然
環
境
の
保

全
、
良
好
な
景
観
形
成
、
文
化
の
継
承
と

い
っ
た
農
業
、
農
村
が
持
つ
多
面
的
な
機
能

を
維
持
し
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
世
界
貿
易

機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）に
お
い
て
、
農
産
物
に
関
す

る
貿
易
拡
大
に
向
け
た
農
業
交
渉
が
行
わ

れ
、
国
際
ル
ー
ル
の
強
化
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
わ
が
国
の
従
来
の

農
業
へ
の
助
成
制
度
が
国
際
ル
ー
ル
で
の
削

減
対
象
と
な
る
な
ど
、
農
業
交
渉
に
お
け
る

条
件
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
国
際

ル
ー
ル
に
対
応
し
た
施
策
に
転
換
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

[

３
つ
の
柱]

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

米
政
策
改
革
推
進
対
策

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

新
た
な
施
策
の
背
景

【問い合わせ】

農林商工部農林課

☎ 0187-63-111
内線267

各総合支所

農林振興課

変
わ
る
「
農
業
」

意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
を
目
指
せ

新
た
な
経
営
安
定
対
策
等
の
導
入

安心安全な食糧基地を目指す
大仙市。主要産業の大きな転
換期を迎えます。

2



　
今
後
の
日
本
の
農
業
を
支
え
、
背
負
っ
て

立
つ
こ
と
が
で
き
る
農
家
を
育
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
意
欲
を
持
ち
、
能
力

を
発
揮
で
き
る
「
担
い
手
」
を
育
て
、
そ
の

人
た
ち
が
中
心
と
な
る
農
業
構
造
を
確
立
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
国
で
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
担
い
手
と
し

て
支
援
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

①
「
認
定
農
業
者
」
で
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
経
営
面
積

②
「
一
定
の
条
件
を
備
え
る
集
落
営
農
」
で

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
経
営
面
積

※
経
営
規
模
に
関
し
て
は
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
当
市
に
お
け
る
田
や
畑
な
ど
の
農
地
面
積

は
全
体
の
約
23
％
、
農
家
の
戸
数
は
約
33
％

に
お
よ
び
、
わ
が
ま
ち
の
主
要
産
業
と
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
下
の
農
家
が
全
農
家
の
約
90
％
に
の
ぼ
る

り
、
ま
た
、
わ
が
ま
ち
の
農
業
は
兼
業
農
家
、

高
齢
農
家
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
構

成
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
地
域
農
業
の

担
い
手
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
合
意
に
基

づ
い
た
担
い
手
の
育
成
の
た
め
に
来
年
度

「
大
仙
市
集
落
営
農
・
法
人
化
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

　「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
掲
げ

る
担
い
手
の
明
確
化
、
支
援
の
集
中
化
・
重

点
化
、
集
落
を
基
礎
と
し
た
集
落
組
織
の
育

成
・
法
人
化
に
関
す
る
支
援
体
制
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
集
落
営
農
・
法
人
化

担
当
、
営
農
指
導
担
当
職
員
を
置
き
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
の
担
い
手
を
育
成
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
市
で
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
職
種･

定
員
／
農
業
専
門
指
導
員
・
５
人

◆
応
募
資
格
／

①
農
業
改
良
普
及
員
、
営
農
指
導
員
等
の
資

格
が
あ
る
方

②
農
業
経
営
・
技
術
指
導
の
経
験
が
あ
る
方

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
１
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
６
７
ま
で

　
市
で
は
、
２
月
中
旬
か
ら
各
集
落
単
位
で

新
し
い
施
策
に
つ
い
て
の
座
談
会
を
開
き
、

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
施
策
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
の
準
備

が
必
要
で
す
。
特
に
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
産
麦
の
は
種

（
今
年
の
秋
）ま
で
に
対
策
の
加
入
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
施
策
の
対
象
と
な
る
「
担
い
手
」
の
育

成
・
確
保
に
む
け
て
、
今
か
ら
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
集
落
で
の
座

談
会
に
は
、
必
ず
ご
出
席
願
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
担
い
手
」

支
援
し
ま
す
!!
集
落
営
農

詳
細
に
つ
い
て
は
座
談
会
で

経営概況
水稲３ヘクタール、アスパラガス80アール、ハウストマト700坪
父、母、妻の４人で農業に従事。

大仙市認定農業者連絡協議会

高 橋 秀 材 副会長
（中仙地域・清水下黒土）

インタビュー・INTERVIEW

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

新
た
な
農
業
に
取
り
組
み
た
い

　農業短期大学で水稲を学び、卒業後は家業
である農業に従事し、若いころから農業で生
活していきたいと思っていた。
　認定農業者に認定されたのは平成５年。認
定農業者とは農業を職業として選択し、意欲
と能力のあるプロの農業者として市町村が認
定する農業の「担い手」。地域においては早い
時期の認定だった。
　地域の歴史や文化を形づくってきたのは地
域の農業。地域農業をどうするのか、認定農業
者、行政や農協などの関係機関はもちろんの
こと、地域住民の理解を得ながら取
り組む必要がある。
　「大仙の『あきたこまち』という全
国に誇れる『宝物』を基本に、みんな
で協力して地域農業を考えていきた
い。そして、農業の担い手としての使
命を果たしていきたい」と語ってく
れた。
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協和総合支所☎ 018-892-2111
南外総合支所☎ 0187-74-2111
仙北総合支所☎ 0187-63-3003
太田総合支所☎ 0187-88-1111

　ひな人形展示や

売店、昔の民芸品

や囲炉裏を展示し

たしみじみコー

ナーなどを企画し

ています。ぜひお越しください。

◆期間／２月25日（土）・26日（日）

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／サンクエスト大曲

◆参加費／無料

【問い合わせ】

サンクエスト大曲☎ 0187-63-5572まで

昨年３月に全戸配布した大仙市民ガイドの54ページ、主な
公共施設等で施設名の「東北運輸局…」は「国土交通省…」
の誤りでした。訂正しておわびします。

臨時宿日直代行員募集

特別養護老人ホーム「峰山荘」
　特別養護老人ホーム「峰山荘」（協和峰吉川半仙

29-90）では、施設内の巡視、文書・電話の対応等

をしてくださる臨時の宿日直代行員を募集します。

◆職種・定員／宿日直代行員・３人（交代で勤務）

◆応募資格／年齢が60歳以下の方

◆雇用条件／

賃金／5,200円（日額）

通勤手当／なし

勤務時間／【日直】午前８時30分～午後５時15

分（土・日曜日、祝日、年末年始）【宿直】午後５

時15分～午前８時30分（毎日）

◆申し込み方法／履歴書に写真を添付して提出（郵

送可）してください。

◆申込受付期限／２月28日（火）※当日まで必着。

◆採用予定／４月１日（土）から

【問い合わせ・申し込み】

特別養護老人ホーム峰山荘☎018-895-2236まで

01

中仙市民会館の映画上映会

ドンパル「春の映画まつり」

　中仙市民会館で、映画の

上映会を行います。入場料

は当日会場でお支払いくだ

さい。映画「ハードル」につ

いてはコスモス映画っこ実

行委員会提供のため、無料で

鑑賞することができます。

◆日時／３月４日（土）①午

後１時30分～②午後３時

50分～③午後６時30分～

◆上映映画・入場料／①③

チャーリーとチョコレート工場・大人800円、高

校生以下600円

②ハードル・無料

【問い合わせ】

中仙市民会館☎ 0187-56-7200まで

02

橋の上流側配管を工事しています

大盛橋上水道管の漏水修繕工事
　大曲地域の大盛橋（グランドパレス川端横）に取り付

けられている「上水道管」の水漏れ修繕工事を行っ

ています。工事に伴い、周辺地区では濁り水や水圧

不足が考えられますので、濁り水が出た場合は水道

を全開にし、水が澄んでからご使用ください。

　ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

◆工事期間／２月24日（金）まで

◆工事場所／大盛橋上流側

【問い合わせ】

平日 午前８時30分～午後５時15分

水道局上水道課☎0187-63-1111（内線125）まで
夜間、土・日曜日

金谷ポンプ場☎ 0187-62-3011まで

03

市税の納め忘れはありませんか

特別納税相談窓口開設
　大曲総合支所で特別納税相談の窓口を開設しま

す。市税に関することなど、お気軽に相談くださ

い。また、税金の納付もできますのでぜひご利用く

ださい。

　大曲地域以外については３月20日（月）から24

日（金）までを予定しています。詳しくは、３月１日

に配付予定のチラシをご覧ください。

◆期間／３月２日（木）から６日（月）まで

◆時間／【平日】午前９時～午後７時

【土・日曜日】午前９時～午後５時

◆会場／大曲総合支所税務課

【問い合わせ】

各総合支所税務課

本庁税政課☎ 0187-63-1111（内線263）まで

05

25日（土）

むかしのあそびコーナー
かみしばい 午前10時～
もちつき体験 午前11時～

桃の節句を楽しもう

サンクエストのひなまつり04
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本庁・大曲総合支所☎ 0187-63-1111
神岡総合支所☎ 0187-72-2111
西仙北総合支所☎ 0187-75-1111
中仙総合支所☎ 0187-56-2111

　秋田県芸術選奨は芸術文化の振興に寄与した方
に、秋田県スポーツ賞は地域の社会体育振興に寄
与した方にそれぞれ授与される賞です。大仙市で
次の方々が受賞されましたのでご紹介します。

平成17年度

秋田県芸術選奨
秋田県スポーツ賞
受賞者紹介

名簿縦覧を行います

農業委員会委員選挙人名簿
　平成18年１月１日現在で調製した、農業委員会

委員選挙人名簿の縦覧（自由に見ること）を行いま

す。お気軽にお越しください。

◆縦覧期間／２月23日（木）から３月９日（木）まで

（土・日曜日を除く）

◆時間／午前８時30分～午後５時15分

◆会場／各総合支所総務課、選挙管理委員会事務局

【問い合わせ】

選挙管理委員会事務局☎ 0187-72-2167まで

06

３月１日から営業を開始します

市営自転車駐車場
　大曲駅前と駅東口の市営自転車駐車場が３月１日

（水）から営業を再開します。どうぞご利用ください。

◆営業期間／３月１日（水）から12月31日（日）ま

での午前６時30分～午後７時

◆料金／【１回券】80円

【１カ月定期券】一般1,570円、学生1,050円

【問い合わせ】

駅前駐車場管理室☎ 070-5327-3499まで
駅東駐車場管理室☎ 0187-63-0011まで

07

けい ぞう

伊藤 慶蔵さん
南外地域・76歳

秋田県スポーツ賞

有功賞（個人）

　南外地域の体育指導委員と
して社会体育活動に取り組み
ゲートボールでは世界選手権
大会出場選手の育成に努める
など、社会体育普及発展に大
きく貢献されています。

ご協力をお願いします

献血のお知らせ
　病気やけがなどで輸血を必要としている患者さん

の命を救うため、16歳から69歳までの健康な方に

献血の協力をお願いしています。

　今回お知らせした日程以外にも献血を予定してい

ますので、詳しくは広報だいせん３月１日号をご覧

ください。みなさんのご協力をお待ちしています。

◆期日／３月１日（水）

◆時間・会場／大曲地域の各会場（詳しくは下表を

ご覧ください）

【問い合わせ】

健康増進課☎ 0187-62-9301まで

08

　全国現代舞踊部門で数々の
賞を受賞し、地域のバレエ活
動の先駆者として芸術文化活
動の発展に大きく貢献されて
います。今後もさらなる活躍
が期待されます。

秋田県
芸術選奨

ま ゆ こ

米澤 麻佑子さん
中仙地域・22歳

　数々の野球大会で優秀な成
績をおさめ、競技分野で活動
しているほか、体育協会主催
事業などにも積極的に協力し
地域スポーツ振興に大きく貢
献されています。

秋田県スポーツ賞

有功賞（団体）
ムスタンク
協和地域

（代表：鈴木貴博）

　仙北地域の社会体育活動に
取り組み、スポーツ賞の制定
や招待大会の開催、健康体力
づくり推進委員の設立など、
社会体育の普及発展に大きく
貢献されています。

秋田県スポーツ賞

栄 誉 賞

ど い ふみ お

土井 文夫さん
仙北地域・63歳
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　１月24日、西仙北東中学校の２年生男子34人

が、刈和野地区と土川地区の一人暮らしの老人宅

等を訪問し、家の周りの除雪ボランティアを行い

ました。

　当日は、除雪要請のあった８世帯へ引率の先生

らと向かい、屋根から落ちた軒下の雪や玄関前に

降り積もった雪の除雪を行いました。

　また、２月２日には大曲中学校の１、２年生565

人が校舎の除排雪を行いました。各自家から持っ

てきたスコップなどを使って、自転車置き場や体

育用具室の雪下ろし作業を行いました。

　今冬の雪の多さを受け、「自分でできることは自

分でしよう」と学校の除排雪を学習の機会ととら

え体験活動したもので、短縮授業後の放課後を利

用して、みんなで汗を流しました。

　子どもたちからは「思った以上に雪が多かった」

「凍って大変だった」「みんなで一緒に行う作業な

ので楽しかった」などの感想が聞かれました。

　また、子どもたちの頼もしく、たくましい除雪

作業を受け、学校では今後生徒会を中心に普段か

らお世話になっている地域の方々への除雪ボラン

ティア実施を予定しています。

　さらに２月４日には中仙中学校と豊成中学校の

生徒95人が、中仙地域の除雪ボランティアの一員

として活躍しました。

　社会福祉協議会中仙支所の呼びかけで始まった、

同地域の除雪ボランティアは今年で４回目。地元

企業や商店会などの大人に交じり、高齢者などの

一人暮らしの10世帯の除排雪に汗を流しました。

　同支所では「ボランティアを必要としている世

帯の方々は、除排雪作業も心待ちにしていますが、

それだけでなく地域の人たちとの交流も待ち望ん

でいます。中学生のみなさんも地域の一員として

活動をしていただき、ありがたく思います。雪の

状況を見て、18日にも２回目のボランティアを募

集しますので、地域の方々の協力をお願いします」

と話しました。

　今冬は記録的な豪雪ということで、除排雪には

大変苦慮している状況です。市でも、この雪の問

題には全庁をあげて対応していますが、地域で声

をかけ合い、事故には十分気をつけながら、協力

して除排雪に取り組んでいただきたいと思います。

各地域の中学生が除排雪作業

中学生も活躍しています

ボランティア活動中ののぼりを掲げ、地域住民と一緒に汗を流す
中仙地域の中学生。

　1月26日、秋田市雄和の農業試験場で農業近代

化ゼミナールウィンターフォーラムが開催され、

草�舞香さん（豊川）が意見発表部門で知事賞を受

賞しました。このフォーラムは農業に関する問題

や将来の方向について意見交換し、農業への意欲

向上を促進するもので、全県から14人の発表者が

参加し、日ごろの実践活動や農業で感じたことを

発表しました。

　「和牛繁殖」に携わっている草�さんは、「牛を飼

うということ、牛を売るということ」をテーマに、

愛情込めて育てた牛が食用にされるという矛盾を

感じたこともあったが、3年間の経験から農業は

農業近代化ゼミナールウインターフォーラム
草　舞香さんが知事賞受賞

「生命」を生む立

派な仕事だと誇

りに思えるよう

になったと発表。

　草�さんは、

11 月に行われる

東北大会に県代

表として参加し

ます。さらに経験

をつんで意見を

膨らませていけ

たらと話してい

ました。
農業は「生命」を生む立派な仕
事と発表した草　さん。
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一人暮らし老人宅で除雪ボランティアを行う西仙北
東中学校生徒。生徒のがんばりが大変喜ばれました。

地域の話題について、直接知事と話し合いました。

　１月25日、寺田典城知事が大仙市を訪れ、県政

や地域の課題などを話し合う「市町村懇談会」が、

仙北ふれあい文化センターで行われました。

　栗林次美市長をはじめ、８つの地域協議会から

の代表、障害者の社会参加活動に取り組むNPO法

人代表ら10人が出席。１時間30分にわたり、知

事と直接対話しました。

　会では、「神岡地域にある畜産試験場そばの公園

の観光化について」「複合的な福祉のまちづくりが

できないか」「大曲の花火のときに、花火特区とい

う形で農業体験と民泊を連携した取り組みができ

ないか」「障害者の社会参加、自立を進めていく手

段はないか」などの質問、要望が出されました。

　これに対し寺田知事や県仙北地方振興局は「地

域性のある話題について話し合うことができた。

自信を持って挑戦しなければ物事ははじまらない。

市町村をサポートするのが県の役割であり、それ

ぞれの問題に柔軟に対応したい」と話しました。

寺田知事の市町村懇談会
知事と直接対話

「自分でできることは自分でしよう」。学びや
の除排雪をする大曲中学生。

　太田地域づくり研修会が１月24日、市民など約

80人が参加し、太田文化プラザで開かれました。

湯沢市岩崎地区町内協議会住民会議専門部長（岩崎

NPO事務局長）の高橋岩五郎さんを迎え、「対話の

土俵づくり35年」と題した講話を行いました。

　高橋さんは、旧湯沢市総務部長を平成11年３月

に定年退職し、同年４月から岩崎公民館嘱託館長

に就任。公民館事業として地区内の９町内会で出

前町内懇談会を開くなど、対話を大切にしながら

地区全体の組織づくりに取り組み、市との協働の

まちづくりを進めています。

　高橋さんがかかわった自治組織のこれまでの35

年の取り組みについて紹介しながら、「住民同士の

対話を積み重ねながら、行政主導とならないよう

な住民意識を持ち、市への要望や注文ばかりでな

く、住民と行政が手を携えていくことが大切」と

話されました。

太田地域づくり研修会の出前講話
住民主導で「協働のまちづくり」

住民同士の対話が大切という講話がなされました。
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ステッカーを貼り、大曲庁舎から総合支所へむかう公
用車。

　児童生徒の安全・安心を確保しようと、１月31日、公用

車100台に「子ども安全パトロール実施中」のステッカーを

取り付けました。

  ステッカーはマグネット式で、縦30cm、幅50cmの大き

さ。蛍光グリーンの下地に赤と黒の文字で「子ども安全パト

ロール実施中　大仙市」と書かれています。

　この日、大曲庁舎前で行われた引き渡し式で栗林市長は、

「昨年来、子どもをめぐる痛ましい事件が起き、県内でも不

審者の出没情報も聞かれる。子どもは地域全体で守っていか

なければならない。公用車にステッカーを貼ることで犯罪の

抑止にもつながり、地域のみなさんとも連携しながら、子ど

もたちの安全を地域全体で確保していきたい」とあいさつし

ました。

公用車に子ども安全パトロール・ステッカー
地域全体で子どもたちの安全確保

ミニディスクダーツを楽しむ参加者。

　介護予防のための事業に取り組んでいる大仙市
あじさいかん

社会福祉協議会仙北支所（紫陽花館）でのミニデイ

サービスのイベントが２月６日、同施設で開かれ

ました。

　この日は、８人が参加し、仙北レクリエーショ

ン協会の長澤誠以さん（横堀杉下）、新田ミヨさん

（払田下払田）の指導を受けながら「七福神参り（七

福神それぞれのイラストをねらって重りつきの羽

を投げる）」「ミニディスクダーツ（ミニフライング

ディスクを投げて的を通す）」「スカットボール（穴

をねらってボールを転がす）」の３種類のゲームを

チームに分かれて楽しみました。

　参加したみなさんは、ゲームを通じて交流を深

め、終始笑いに包まれた楽しいひとときを過ごし

ました。

紫陽花館ミニデイサービス
仙北レク協会が楽しいゲームを紹介

　１月31日、100歳の誕生日を迎えた佐藤カツ

さん（角間川町大浦町）に市から長寿祝い金、県か

らは記念品と在宅介護している家族に賞詞が贈ら

れました。

　佐藤さんは明治39年に生まれ、１男１女を育

て、現在は息子さん夫婦と３人で暮らしていま
やしゃご

す。孫が６人、ひ孫11人に囲まれ、７月には玄孫

が生まれる予定です。

　80歳を過ぎてから、毎年１週間程度の湯治に出

かけるのが楽しみだったと話す佐藤さん。ひざが

少し痛い程度で、特に病気もせず「疲れるけど、ど

こも悪くありません」と元気です。好きな相撲を

テレビで見たり、得意な針仕事をたまに行い、袋

などを作ってプレゼントしています。あんこの

入った菓子が特に好きで、「早寝早起きで、物事に

こだわらず、食べ物の好き嫌いをしないことが長

寿の秘訣」と教えてくれました。

佐藤カツさんに祝い金
100歳おめでとう

「みんなで100歳を祝ってください」と話しかけながら
祝い金を手渡す栗林市長。
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力作ぞろいの８作品。ぜひ、大台スキー場にお越しくだ
さい。

　２月５日、大勢のスキー客でにぎわう大台ス

キー場で雪像コンテストが開かれました。参加し

た８チームは、スコップや移植ベラを使って雪を

削ったり、カラースプレーで色をつけながら雪像

を制作。優勝から４位までのチームには、同ス

キー場のスーパーシーズン券などが贈られました。

　８基の雪像は展示されていますので、スキー場

にお越しの際は、ぜひ力作をご覧ください。

　審査の結果は次のとおりです。

▼優勝＝消防車（ＷＳ）▼準優勝＝ムシキング（産

土）▼３位＝クマのプーさん（ＷＳ２）▼４位＝クマ

のプーさん（ＷＳ３）　※（作品名、カッコ内はチーム名）

大台スキー場で雪像コンテスト
力作そろう

　１月28日、タッチラグビー・フェスティバルが神岡体育

館で行われました。神岡地域から９チーム、西仙北地域から

４チーム、湯沢市から１チームの幼稚園児や小学生、その保

護者ら88人が参加しました。

　スポーツを通じて地域の交流を深めてもらおうと、教育委

員会神岡分室と県タッチラグビー協会が企画したもので、今

年で４回目の開催となります。

　１チーム５人で行われるこの競技。基本ルールはラグビー

と同じですが、体に触れることがタックルの代わりで、タッ

チされるとプレーは止まります。その場でプレーが再開され

るものの、１回の攻撃権の間に、６回タッチされると攻撃が

交代となる仕組み。もともとラグビー選手のウォーミング

アップが競技になったもので、スクラムやタックルといった

ハードプレーがないため、気軽に行えるスポーツです。

　計20試合とデモンストレーションゲーム１試合が行われ、

冬場の運動不足解消とばかりに選手は走り回り、気持ちのよ

い汗を流しました。

タッチラグビー・フェスティバル in かみおか

楽しくトライ

手軽にできるタッチラグビー。プレーヤーはもちろん
観戦している人も楽しめる競技です。

歌や踊りを交えながらの講演会には、約200人が集まり
ました。

　１月28日、農村における男女共同参画を推進し

ようと、秋田県主催で市の共催による「元気の出る

講演会」が大曲中央公民館で行われました。

　岩手県花巻市の劇団「ZENT-YOYO-CLUB」の

代表である志村尚一さんを講師に招き、「地域のキ

ラメキは、男女共同参画から」と題した講演が行わ

れました。

　講演会では、「農業なくして豊かな地域社会はあ

り得ない。みなさんが元気をどんどん発信してく

ださい」と劇団員の歌と踊りを交えながら激励。

　続いて、志村さんがコーディネーターを務め、

大仙市、仙北市、美郷町の農業関係者５人による

意見交換会が行われました。

元気が出る講演会
農村における男女共同参画を考える
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ま
す
。
主
婦
の
私
た
ち
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
の
で
、
ず
っ
と
続
け
て
く

だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域
・
68
歳
女
性
）

　
　
で
狭
く
な
っ
た
道
な
の
に
、
流
雪
溝
な

　
　
ど
の
ふ
た
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て
い
る

人
が
結
構
見
受
け
ら
れ
る
。
行
政
か
ら
も
注

意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
大
曲
地
域
・
48
歳
男
性
）

　
　
紙
の
初
日
の
出
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て

　
　
し
ま
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
と
て
も
寒

い
中
で
の
登
山
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
そ
の
お
か
げ
で
き
れ
い
な
初
日
の
出
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
つ
も
広
報
を
届
け
て
く
だ
さ
る
方
に
、

ぜ
ひ
会
っ
て
「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
言
い

た
い
の
で
す
が
、
ま
だ
お
会
い
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
風
邪
に
は
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
フ
ァ
イ
ト

（
大
曲
地
域
・
22
歳
女
性
）

１
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

地

小食

今

豆

表 雪

「ドキドキ 大仙 大熱戦」
　「ボクの名前はスギッチです」

　トリノオリンピックで連日に

ぎわっていますが、ボクは平成

19年度に開催される秋田わか

杉国体のマスコット。

　新年度は国体に向けたプレ大

会の開催など、ボクの出番も多

くなりますので、みなさんよろ

しくね。

裏豆表
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【
援
護
福
祉
課
・
高
齢
班
】

　
市
で
は
、
雇
用
対
策
と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
就
労
の
あ
っ
せ
ん

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
等
の
就
労
に
つ
い
て
は
、
生
き
が

い
を
主
と
し
た
場
の
提
供
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
身
に
付
け

た
技
術
・
知
識
等
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
活

動
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　
日
は
新
人
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加

　
　
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
選
、
本
選
と
大
曲

市
民
会
館
に
あ
る
、
す
て
き
な
「
ベ
ー
ゼ
ン

ド
ル
フ
ァ
ー
」
で
演
奏
が
で
き
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

新たな農業施策で「担い手」としての要件で
集落営農では経営面積が何ヘクタール以上でしょう？

①4　　　②12　　　③20

２ 28

　
　
田
市
の
道
路
除
雪
の
悪
い
こ
と
、
バ
ス

　
　
の
交
差
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
大
仙
市
の
除
雪
は
上
手
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
協
和
地
域
・
62
歳
男
性
）

　
　
年
職
場
を
解
雇
と
な
り
、
現
在
無
職
と

　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
定
年
年
齢
と
は
思
い

な
が
ら
も
、
も
う
少
し
働
き
た
い
と
願
っ
て

も
、
再
雇
用
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
61
歳
女
性
）

秋昨

先

　

ま

た

ぜ

ひ
、
あ
の
す

て
き
な
ピ
ア

ノ
を
弾
き
に

う
か
が
え
た

ら
と
思
い
ま

す
。

　
そ
ち
ら
の

ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
あ
た

た
か
い
対
応

今回の料理の先生は

斎 藤 静江 さん
（西仙北地域・大沢郷宿）

材料（５本分）
◎あきたこまち/７合◎もち米/３合◎砂糖/600g
◎酢/350cc◎酒/100cc◎のり◎しば漬け◎野沢菜
◎山ごぼう◎紅しょうが◎かんぴょう◎しいたけ
◎酢しょうが◎卵焼き◎トラ皮
�
�卵焼き（１本分）：卵黄/４個、卵/２個、砂糖/大
さじ２、塩/小さじ１
�トラ皮（１枚分）：卵黄/４個  、卵/１個、牛乳/100cc、
砂糖/大さじ1.5、小麦粉/大さじ１、塩/小さじ１

作り方
①あきたこまち米７合、餅米３合を合わせて良く
洗い、30分くらい水に浸してからザルに上げ、
水切りをする。

②水に酒100ccを加えて、普通に炊く。
③炊きあがって、少々蒸らし砂糖、酢、塩を加え
て混ぜる。

④芯には、材料の品々を入れて好みの形を作って
巻く。

�※斎藤さんの太巻きずしは、西
仙北地域の直売所「大綱の
里」（国道13号沿い☎ 0187-
75-0027）で販売しています。

オーストリア・ウィーンの有名ピア
ノメーカー「ベーゼンドルファー」。

に
も
感
激
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
新
人
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
）
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● ４日・土 大仙市入学おめでとう大

会

● 6日・月 定例記者会見

● 7日・火 市議会定例会第２日（予定）

● 8日・水 市議会定例会第3日（予定）

● 9日・木 市議会定例会第4日（予定）

大仙市開発公社理事会

●11日・土 大仙市男女共同参画講演

会

●15日・水 仙北平野地区六土地改良

区合併予備契約調印式

●16日・木 合同入社式

●19日・日 日本棋院大仙支部囲碁大

会

●20日・月 市議会定例会第5日（予定）

●22日・水 大曲仙北広域市町村圏組

合議会臨時会

●23日・木 大曲商工会議所通常議員

総会

●24日・金 大曲地域行政協力員会議

全国花火競技大会第80回

記念式典

●26日・日 酒遊サミットINなんがい

●28日・火 大仙美郷介護福祉組合議

会定例会

地域全体で子どもの安全を守ろう。1月31日、公
用車に安全ステッカーを貼る栗林市長。

[３月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

　
昨
年
２
月
の
秋
田
県
定
例
議
会
に
お

い
て
、
寺
田
典
城
知
事
が
中
止
を
発
表

し
た
真
木
ダ
ム
建
設
。
そ
の
代
替
案

が
、
２
月
１
日
の
第
４
回
真
木
ダ
ム
代

替
案
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

に
お
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
代
替
案
の
検
討
は
、
昨
年
３
月
の
知
事

本
人
に
よ
る
住
民
説
明
会
に
は
じ
ま
り
、

７
月
に
は
県
と
市
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
公
開
に
よ
る
会
議

の
開
催
な
ど
対
象
の
地
域
住
民
に
説
明
し

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
真
木
ダ
ム
は
、
昭
和
50
年
に
県
の
単

独
事
業
の
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
調
査
に

着
手
。
「
洪
水
調
整
と
し
て
の
治
水
対

策
」「
大
曲
、
西
仙
北
、
中
仙
、
仙
北
、

太
田
地
域
の
水
道
水
源
」
「
斉
内
川
の

維
持
流
量
の
確
保
」
と
い
う
３
つ
の
機

能
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
ダ
ム
建

設
中
止
を
受
け
、
こ
の
３
つ
の
機
能
の

代
替
案
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

①
治
水
対
策

　
ダ
ム
計
画
と
同
じ
く
、50
年
に
１
度
の

確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
大

き
な
洪
水
に
対
応
で
き
る
、
治
水
安
全
度

50
分
の
１
を
保
つ
よ
う
に
河
道
改
修
を
行

う
。
た
だ
し
、
早
期
の
安
全
度
の
確
保
と

住
民
要
望
の
強
い
道
の
駅
「
な
か
せ
ん
」

周
辺
の
桜
並
木
の
保
存
に
考
慮
し
、
河
道

改
修
に
つ
い
て
は
20
分
の
１
の
治
水
安
全

度
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
遊
水
地
ま
た
は

放
水
路
を
つ
く
る
こ
と
で
安
全
度
50
分
の

１
を
保
つ
。
河
道
改
修
は
、
着
工
か
ら
約

10
年
で
の
完
成
を
目
標
に
し
、さ
ら
に
遊

水
地
ま
た
は
放
水
路
を
整
備
す
る
。

②
水
道
水
源

　
ダ
ム
計
画
に
替
わ
る
水
道
水
源
と
し

て
は
、
斉
内
川
か
ら
は
年
間
を
通
し
て

安
定
的
な
水
量
が
確
保
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
玉
川
の
伏
流
水
、
大
曲
地
域
の

水
道
水
、
地
下
水
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
水
源
の
水
質
は
、
検
査
の
結
果
、

水
道
水
と
し
て
ど
れ
も
問
題
な
し
。

③
維
持
流
量

　
斉
内
川
の
維
持
水
量
は
、
夏
場
の
一

時
期
を
除
け
ば
確
保
で
き
て
い
る
。
既

存
幹
線
用
水
路
の
余
裕
水
を
利
用
す
る

こ
と
も
考
え
た
が
、
現
状
で
は
困
難
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
用
水
路
等

の
利
用
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
維
持

流
量
確
保
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

　
会
議
終
了
後
、
栗
林
次
美
市
長
は

「
地
域
の
重
要
な
課
題
と
し
て
、
県
と

市
が
対
等
な
立
場
で
、
自
由
に
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
会
議
も
住
民
に
対
し
て

公
開
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
治

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
不
安
を
抱
え
て

生
活
し
て
い
る
地
域
住
民
に
と
っ
て
早

急
に
解
決
し
て
ほ
し
い
問
題
で
す
。
治

水
対
策
の
た
め
の
河
道
改
修
の
完
成
目

標
な
ど
、
具
体
的
な
数
字
が
示
さ
れ
、

市
と
し
て
は
お
お
む
ね
了
承
で
き
る
案

と
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
今
回
示
さ
れ
た
水
道
水
源

を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
事
業
者
で
あ
る

大
仙
市
が
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
調
査

お
よ
び
利
用
者
で
あ
る
住
民
の
み
な
さ

ん
と
相
談
を
重
ね
、
水
道
事
業
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

真
木
ダ
ム
代
替
案
が
ま
と
ま
る

市長交際費（1月1日～1月31日）
摘　要　　　件数　 　金　額

弔　慰  　　　　　　　　　　

慶　祝　　　　　　

協　賛

その他

合　計

13

26

1

3

43

200,000

325,000

30,000

36,620

591,620
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介護保険事務所移転に伴う
窓口対応について
　介護保険事務所の移転に伴い、ご

不便をおかけします。介護保険に

関する届け出や申請受付、問い合

わせについては、今までどおり本

庁援護福祉課、各総合支所市民課

福祉班でも対応します。また、移

転先の仙北総合支所では、１階窓

口で担当職員が対応します。

■２月24日（金）まで

大曲仙北広域交流センター１階

■２月27日（月）から

大仙市役所 仙北総合支所３階

【問い合わせ】

介護保険事務所

☎ 0187-86-3910まで

お忘れなく
国民健康保険税の納期
　２月は国民健康保険税（８期）の

納付月です。口座からの引き落と

しは納付月の末日になります。

【問い合わせ】

各総合支所税務課

本庁税政課

☎0187-63-1111（内線263）まで

生命と財産をまもる
雪による事故防止
　雪害から生命や財産を守るた

め、次のことにご注意ください。

① FF式ストーブの排気筒が雪に

埋もれていませんか。

②落雪による煙突の外れ、灯油管

の破損、避難口の封鎖などはあ

りませんか。

③ポリタンクに給油中は絶対にそ

の場を離れないでください。

④ホームタンク周囲の除雪では、

配管の破損に気を付けましょう。

⑤水道管が凍結したら専門業者に

依頼しましょう。
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県内就職希望者を応援します
就職促進セミナー・就職面談会
　県内企業と個別に面談できま

す。参加希望の学生については、

申し込みの必要はありません。

◆対象／平成19年３月に大学・

短大・高専・専修学校を卒業予定

の学生ほか

◆日時／３月７日（火）午後１時～

５時

◆受付時間／正午～

◆会場／秋田ビューホテル（秋田市）

【問い合わせ】

秋田県雇用対策室・若年者支

援班

☎ 018-860-2334まで

早めの手続きをお願いします
自動車登録
　運輸支局では、３月中旬から申

請や車検車両の手続きが大変込

み合い、年度内に手続きを完了で

きない場合があります。登録や名

義変更を予定している方は、早め

の手続きをお願いします。

【問い合わせ・手続き案内】

東北運輸局秋田運輸支局

☎ 050-5540-2012まで

科目等履修生・聴講生を募集
秋田県立大学
　平成18年度前期（４月から）入

学の、授業を受けて単位を修得す

る「科目履修生」と、授業を聴講

するが単位は修得できない「聴講

生」を募集します。

◆費用／①入学検定料9,800円②

入学料28,200円③一単位あたり

の授業料【科目履修生】14,800円

【聴講生】7,400円

◆申込受付期限／２月28日（火）

【問い合わせ・申し込み】

秋田キャンパス

☎ 018-872-1526まで
本荘キャンパス

☎ 0184-27-2000まで

３月はこの地域です
電気設備定期調査
　東北電気保安協会大曲事業所

では、各家庭の電気設備を調査

し、結果をお知らせしています。

◆調査対象／【仙北地域】福田、

払田、橋本、高梨

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

芸術文化にふれてみませんか
芸文中仙第35号発売
　中仙芸文協加入団体の活動

メッセージや随筆・創作・短詩型

作品などを記録した一冊です。

◆販売開始／２月19日（日）から

◆販売場所／中仙市民会館

◆販売価格／800円（送付を希望

する場合は1,000円）

【問い合わせ】

中仙芸術文化協会事務局

（中仙市民会館内）

☎ 0187-56-7201まで

総合相談センターを開設
秋田県司法書士会
　秋田県司法書士会では、定期的

に無料の相談会を行っています。

　相続、不動産名義、登記、借金、

隣りとのトラブルなどでお悩み

の方、秘密は厳守しますのでお気

軽にご相談ください。

　面談による相談のほか、電話相

談も行っています。

■面談による相談（要申し込み）

日時／３月３日（金）午後６時～９時

会場／サンクエスト大曲

【申し込み】☎0187-62-3237まで
■電話相談

日時／月曜日から金曜日までの

午後１時～３時（祝日を除く）

【相談電話】☎018-824-0055まで
【問い合わせ】

秋田県司法書士会

☎ 018-824-0187まで

使用料を改訂しました「へい獣保冷センター」
　死亡した家畜を一時保存するへい獣保冷センターの使用料が、４

月１日から下表のように改定されます。

　死亡した家畜を搬入する際は、事前に連絡し、検死書（死亡診断

書）を忘れずに持参してください。

【問い合わせ】大曲仙北広域事務局☎ 0187-62-5187まで

    5,000円 10,000円

  24カ月未満 2,100円 4,200円

  ３カ月未満 1,700円 3,400円

  種豚・成豚 1,700円 3,400円

  12カ月未満 1,500円 3,000円

  ３カ月未満 1,000円 2,000円

 めん羊・ヤギ  1,200円 2,400円

 その他（鹿）  2,100円 4,200円

区　分種　別
大仙市・仙北市・美郷町

住　所　地

その他の方

馬

牛

豚

「芸文中仙」
中仙市民会館窓
口で販売します。
１冊800円。
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元気になれる楽しいひととき
健康だすか！フェスティバル
　地産地消の販売・展示コーナー

や、さまざまなステージイベント

を行います。

◆日時／２月26日（日）午前11時～

（ステージイベントは午後１時～）

◆会場／わらび劇場（仙北市たざ

わこ芸術村）

◆参加費／500円（大人のみ）

【問い合わせ】

健康だすかフェスティバル実

行委員会事務局

☎ 0187-44-2500まで

消費者の意見・要望を募集
「お酒の消費者窓口」
　仙台国税局では、今後の酒類産

業行政の参考にするため、お酒に

関する意見・要望を募集します。氏

名、年齢、性別、職業、住所、電話

番号を明記し、申し込みください。

◆申し込み方法／郵便（〒980-

8430仙台市青葉区本町3-3-1仙台

国税局酒税課内「お酒の消費者窓

口」あて）、ファックス（022-265-

1614）、インターネット（http://

www/sendai.nta.go.jp）で申し込み。

【問い合わせ】

仙台国税局酒税課

☎022-263-1111（内線3409）まで

海外の青年たちと国際交流
「青年国際交流事業」
　世界各国の青年と交流し、相互

理解を身につける「青年国際交流

事業」に参加しませんか。

◆応募資格／日本国籍を有する

18歳から30歳の方（４月１日現在）

■期間（航空機による派遣）

【国際青年育成交流】

８月から９月までに20日間程度

【日本・中国青年親善交流】

９月中に20日間程度

【日本・韓国青年親善交流】

９月中に15日間程度

■期間（船による派遣）

【東南アジア青年の船】

10月から12月までに50日間程度

【世界青年の船】平成19年１月か

ら３月までに45日間程度

◆申込受付期間／３月１日（水）か

ら31日（金）まで

【問い合わせ・申し込み】

秋田県県民文化政策課

☎ 018-860-1552まで

受講生を募集しています
県民オルガン奏者養成講座
　アトリオン音楽ホールでは、オ

ルガンの知識と技術を学ぶ受講生

を募集しています。

◆受講年数・定員／【初級】２年

間・10人、【上級】２年間・若干名、

【フォローアップ】１年間・若干名

◆受講料／50,000円（１年間）

◆審査オーディション／４月16

日（日）

◆申込受付期限／３月17日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県総合生活文化会館

☎ 018-836-7803まで

仕事をしながら能力アップ
能力向上講習会
　仕事をしている方を対象とし

た講習会です。

【フォトショップ入門講習】

期間／２月23日（木）・24日（金）

【Excel売上分析講習】

期間／２月27日（月）・28日（火）

【木造建築物の組立等

作業主任者技能講習】

期間／２月27日（月）・28日（火）

【Excel VBA活用講習】

期間／３月１日（水）・２日（木）

【Excel請求書講習】

期間／３月６日（月）・７日（火）

【AUTO CAD入門（機械製図）講習】

期間／３月６日（月）・７日（火）

【表計算ソフト応用（エクセル）講習】

期間／３月14日（火）・15日（水）

◆時間／午前９時～午後４時（木

造建築物の組立等作業主任者技

能講習は５時まで）

◆会場／大曲技術専門校

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

☎ 0187-62-6321まで

労働災害防止をはかる
職長等安全衛生教育講習会
　建築作業現場の保守管理や異

常時の措置など、現場監督として

行う労働災害防止活動に関する

講習会です。

◆対象／建築関係で労働者を直

接指導・監督する立場の方

◆日時／３月９日（木）・10 日

（金）午前９時～午後５時

◆会場／西仙協和商工会館（刈和

野駅隣り）

◆受講料／6,000円

◆申込受付期限／２月20日（月）

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

　農業者年金の加入や受給、

経営委譲などの相談にお応え

します。気軽に会場までお越

しください。

日時／２月24日（金）

午後１時～４時

会場／東部農業委員会中仙分

室（中仙総合支所）

農業者年金の定例相談会

 お酒に関する意見をお寄せください。
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　人　口　95,517 人（－ 95）

　　　男　45,343 人（－ 59）

　　　女　50,174 人（－ 36）

　世帯数　30,426世帯（－ ４）

（１/31現在）▼
10
日
に
開
会
し
た
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

日
本
人
選
手
の
活
躍
と
は
別
に
、
先
日
、
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
▼
６
月
１
日
号

の
広
報
だ
い
せ
ん
が
平
成
17
年
度
秋
田
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
広
報
紙
部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
号
は

合
併
後
初
の
特
集
記
事
・
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
「
地
域
自
治
区
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
▼
取

材
の
行
き
帰
り
や
、
田
植
え
で
忙
し
い
時
間
を
割
い

て
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
方
々
と
の
出
会
い
な
ど
、

初
め
て
づ
く
し
の
取
材
で
し
た
。
田
ん
ぼ
の
水
が
鏡

の
よ
う
に
反
射
し
、
神
岡
の
嶽
山
や
雪
を
か
ぶ
っ
た

鳥
海
山
が
美
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
▼

日
々
の
忙
し
さ
、
慌
た
だ
し
さ
で
、
発
行
し
た
広
報

紙
を
検
証
し
、
反
省
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
が
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
親
し

ま
れ
、
愛
さ
れ
て
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広

報
紙
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
仕
事
に
納

得
し
て
も
、
満
足
す
る
な
」
ま
さ
に
金
言
で
す
▼
26

日
ま
で
の
雪
と
氷
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
冬
の
祭
典

に
、
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。「
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ゼ
」（
し
）




